
　ある弱電部品製造工場での事故事例をご紹介します。

　お客さまから未明の午前３時に工場全停電の連絡を受けて同僚と

二人で出動しました。高圧地絡継電器の動作により構内第１柱上の

高圧気中負荷開閉器が「切」となって停電していることを確認しまし

た。さっそく事故原因の調査をしましたが、絶縁抵抗測定値は異常な

く、目視点検でも異常が見つからないことから、電力会社と連絡を取りながら試送電した結果、異常な

く受電できました。約１時間の停電でしたが工場の操業に大きな支障なく事故復旧できたことの安堵

感はありましたが、原因が不明のため、すっきりしない気持ちで現場を離れました。

　ところが翌朝また停電したとの連絡を受け、出動し点検しましたが、状況は昨日と同じでした。これ

は徹底的に原因を追求する必要があると思い、まず屋外にあるキュービクル（高圧受電設備）に向かい

ました。ネズミなどは夜に活動することを思いだしながら、周辺を点検したところ低圧ケーブル引出

部の金属保護パイプに前月にはなかった約２㎝の小さな穴を発見しました。次にネズミなどが入った

ための地絡（漏電）痕を探すため、工場の製品検査に使用しているレンズ（虫メガネ）をお借りし、同僚

と二人でキュービクル内を徹底的に探した結果、ついにその痕跡を発見しました。それは高圧コンデ

ンサの上部にネズミの毛と思われるものが数本残っていて、高圧端子に虫メガネでなければ見つから

ないほどの小さな地絡痕でした。さっそくパイプの穴を補修して異常なく受電できました。原因を発

見することができてホットし、お客さまからは連日深夜の出動と事故原因が判明したことに大変感謝

されましたが、事故原因の探索には、ある程度の原因推定能力と人間の五感での目視、外観点検がいか

に大切であるかを痛感しました。

　これからも色々なことを経験し、お客さまから信頼される検査員となるよう努力していきたいと思

います。
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